
 

◎ ①総合企画   ④デザイン  ⑦イベント・PR  ⑩IT 活用 

 ②素材研究  ○ ⑤商品開発  ⑧人材育成  ⑪調査・診断 

○ ③技術研究   ⑥マーケティング  ⑨組織・経営改革  ⑫地域ブランド 

 

●メ ッ セ ー ジ ：地場産業の特性を生かした商品開発、及び芸術活動のプロデュースを希望する。 

主に漆器産業をフィールドとし、産地が持つ技術力、総合力を生かし、現在における生活空間の中で漆器、

漆芸の可能性を追求したい。活動実績の内⑧、⑩、⑫では、企画立案からプレゼンテーション、デザイン、

制作、設置すべてに関わった。これらは、漆器の地場産業でなくては成立しない事業となった。公共性の

高い施設等に設置する事で、人々の関心を得ることができる。生産者にとっても発表の場を広げる事がで

き、やりがいに通じる。また、制作の過程では、多数の生産者が関わる事で情報交換の場となり、切磋琢

磨する事で活性化につながった。⑧では、漆器産業の他、水引産業との連携を図り、表現の可能性を広げ

る事ができた。伝統的産業には閉塞した状況も見られる。他の産業と連携し事業を進める事には、まだ新

しい可能性があり積極的に取り組む価値がある。 

●対 応 地 域 ： 日本全国 

●活動実績： 

①作品「花の咲く場所」（『Japan&Korea 漆 arts exhibition』2006年東京藝術大学大学美術館､石川

県輪島漆芸美術館） 

②報告書「漆芸を支える用具･原材料の現状調査報告書」原材料と漆の用具編､第一章､2006年､共著分担

③「花まんかい高台寺」京都高台寺企画展､京都高台寺､高台寺大賞受賞2004年  

④作品「あいうえお」長野県楢川村企画招待制作､楢川保健センター正面ホールの壁面2000年  

⑤東京藝術大学大学美術館ホールカウンター､柱､収蔵庫扉設置（漆芸技法による）1999年  

⑥作品「景の断章」長野県自治会館企画指名公募､自治会館正面ホールの壁面､公募により採用1997年 

他個展､グループ展等多数 

●経歴 ・資 格 ： 筑波大学大学院人間総合科学研究科（芸術学系）講師 

●加 入 団 体 ： 日本文化財漆協会理事  日本基礎造形学会 

●専 門 分 野 ： 
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